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京都企業と学⽣の交流プログラム

■どんな交流会？
⼤学⽣の正しい職業観醸成と、京都企業の認知度向上のため、⼤学との協働で実施いたします。
今回の交流会は、学⽣も企業⼈も事前予習⼀切なしの「Liveを楽しむ」座談会です。
就職や採⽤活動とは異なる場を創造するため、学⽣は参加企業の予備知識なしで参加します。
企業⼈の体験やライフキャリアを踏まえ、『働く』『ワークキャリア』『ライフキャリア』等に関する
学⽣の素朴な疑問・不安に対し、企業⼈が社会⼈の先輩としてこたえる。
ざっくばらんにトークを楽しむ、そんな座談会です。（参加無料）
■参加メリットは？
①採⽤戦略
採⽤の場とは異なり、リアルな学⽣の意⾒や発想から
「新たな採⽤戦略・気づき」を得ることができる

②認知拡⼤
参加学⽣に対し、⾃社・想い・⼈を知ってもらうことができる

③⼈材育成
参加する社員のコミュニケーション能⼒の向上や、学⽣との交流を通して
キャリアの棚卸や⾃⾝のスキル・経験を再確認し、モチベーション向上につながる

京都企業と⼤学（⿓⾕⼤学/京都産業⼤学/佛教⼤学）との交流会
− 学⽣の「リアル」を知り、「働く魅⼒」を伝える −

■概要

昨年開催した⿓⾕⼤学⽂学部
学⽣との交流会の様⼦

項⽬ 京都産業⼤学
「⾃⼰発⾒とキャリアデザイン」

⿓⾕⼤学⽂学部
「キャリア形成論」

⿓⾕⼤学経済学部
「中⼩企業論」

佛教⼤学
「キャリア形成」

形式 オンライン(Zoom) 対⾯(深草キャンパス) 対⾯(深草キャンパス) 対⾯(紫野キャンパス)

開催⽇時

(1) 6/29(⽊) 15:00〜16:30(4限⽬)、
16:45〜18:15(5限⽬)

(2)   6/30(⾦) 15:00〜16:30(4限⽬)、
16:45〜18:15(5限⽬)

(3)   7/13(⽊) 15:00〜16:30(4限⽬)、
16:45〜18:15(5限⽬)

(4)   7/14(⾦) 15:00〜16:30(4限⽬)、
16:45〜18:15(5限⽬)

※4限集合時間14:15予定、
5限集合時間16:15予定
※各⽇、18：30〜19：00で先⽣と企業様と
で意⾒交換等振返りを予定（任意参加）

7/6(⽊) 11:00〜12:30
(2限⽬)
※集合時間10:30予定

7/24(⽉) 11:00〜12:30
(2限⽬)
※集合時間10:30予定

7/18（⽕）10:40~12:10
(2限⽬)
※集合時間10:00予定

受講学⽣数

全⽇程共に 4限＝150名／ 5限＝150名
全学部の主に2回⽣（2回⽣≒80％、3回⽣
以上≒20％）
経済学部、経営学部、外国語学部、理⼯系
学部他

100名
⽂学部の1回⽣

226名
経済学部の主に3回⽣（3回
⽣≒60％、4回⽣以上
≒40％）

80名：全学部（⽂系学部）
の1回⽣〜4回⽣（1回⽣〜3
回⽣≒各30%、4回⽣
≒10%）

交流会の⽬的 学⽣が「⾝近な社会⼈に接する」
（ライフキャリア）

学⽣が⾃⾝の将来について
社会⼈に相談してみよう

学⽣が働く場として「中⼩
企業のリアル」に触れる

働く⼤⼈の「リアル」に触
れよう

定員 各授業1コマ（1限分）につき、企業30社
※1⼈／1企業 20社 ※1〜2⼈／1企業 18社 ※1〜2⼈／1企業 8社 ※2⼈／1企業

参加対象
（企業⼈）

学⽣とフランクに話せる若⼿〜中堅社員
（概ね20代〜40代中ごろ）
※⼈事以外の部署の⽅でも参加可

学⽣とフランクに話せる⽅
（年代や所属部署は問わない）

現場で働く若⼿社員
（概ね20代）

※難しい場合は年代や
所属部署は問わない

昨年度の様⼦ https://note.com/kyoto_wakamono/n/n279ee7d6
1730

https://note.com/kyoto_wakam
ono/n/nc63aac90c25f

https://note.com/kyoto_wakam
ono/n/nf0bda706945d 今年度初開催

■参加者の声
l （企業）企業選びの中に「ヒトで」という選択肢はおおいにあると思う。業界のことを少しでも知っても
らう⼤切な機会だと感じました

l （学⽣）今まで⾃分が⾒てこなかった業界について知ることができたこと、普段⾃分で調べたり考えたり
しているだけでは気づくことができないモノの捉え⽅や、⼤切なことを知ることができたところに素晴ら
しさを感じました
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